
参加者へのアンケート結果 （回収枚数：22枚 ［参加者数：22名]）

■ルートを考える上でのポイント■参加者属性等

■市外病院などへの通院ニーズ

①“家からバス停までの距離”と“運行エリア（行くことができる範囲）”

②“乗車時間”と“乗り換えの有無”

③“循環の方向”と“便数”

■公共交通に対する認識の変化

※記入内容に不備があった回答は集計から除外

①変化の有無

②変化があった内容 ※複数回答あり

N＝２２

N＝２0

N＝２１

N＝２２年齢

性別

世帯状況

参加歴

N＝２２

N＝２２

N＝２２

N＝２２

※複数回答あり （選択肢：鉄道、バス、タクシー、自家用車、その他、病院送迎バス）

①通院頻度

②通院時の移動手段 ※複数回答あり

設問の選択肢：鉄道、バス、タクシー、自家用車、病院送迎バス、その他

N＝１１（①で「行かない」以外を選択した人）

N＝１１（①で「変化があった」を選択した人）

【 第2回鳥飼地域のバスを一緒に考える会（令和8年2月1１日） 】
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大阪府済生会吹田病院 （吹田市）

国立循環器病研究センター/

市立吹田病院（吹田市）

吹田徳洲会病院（吹田市）

摂津医誠会病院（摂津市）

摂津ひかり病院（摂津市）

バス 自家用車 病院送迎バス その他 鉄道＋バス 鉄道＋バス＋病院送迎バス 無回答

47.6% 28.6% 4.8% 4.8% 14.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乗車時間を重視 乗車時間をやや重視 どちらでも 乗り換えの有無をやや重視 乗り換えの有無を重視

30.0% 5.0% 25.0% 5.0% 35.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

循環の方向を重視 循環の方向をやや重視 どちらでも 便数をやや重視 便数を重視

50.0% 18.2% 4.5% 27.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

変化があった 変化はなかった わからない 無回答
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運転手不足やバス会社の経営状況など、“想像以上にバスの実情は厳しい”

運転手不足や経費の問題などもあり、バス事業者も“増便が難しい部分がある”

自身が高齢になったり、子どもや親世代のことも考えると、“バスを維持していく必要がある”

“まずはバスに乗ること”など、バスを維持するために自分自身も貢献できる部分がある

“地域が支える意識を持ち、自ら行動すること”で、公共交通を維持していくこともできる

ルートを考えるためには、“「道路幅員」や「通行規制」など専門的な制約がある”

“社会や地域としてトータルで最も良い状態”になるために、みんなが少しずつ不便を分け合うことも必要

バスなどの“公共交通の運行時間に合わせた生活”をしていくことも重要

4.5%

4.5%

9.1% 9.1% 45.5% 27.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

～10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上
（回答なし） （回答なし）

31.8% 68.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性

36.4% 13.6% 31.8% 18.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一人暮らし世帯 夫婦のみ世帯 夫婦と親世帯 夫婦と子ども世帯 その他
（回答なし）

50.0% 50.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回がはじめての参加 前回（第1回）に引き続き参加

5.9%

31.6%

16.7%

11.8%

12.5%

33.3%

68.4%

83.3%

82.4%

87.5%

66.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大阪府済生会吹田病院 （吹田市）

国立循環器病研究センター/

市立吹田病院（吹田市）

吹田徳洲会病院（吹田市）

摂津医誠会病院（摂津市）

摂津ひかり病院（摂津市）

週4回以上、ほぼ毎日 週1～3回程度 月1～2回程度、またはそれ以下 行かない

N=19

N=18

N=17

N=16

N=15

（回答なし）

18.2% 22.7% 18.2% 9.1% 31.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家からバス停までの距離を重視 家からバス停までの距離をやや重視 どちらでも 運行エリアをやや重視 運行エリアを重視
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